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（株）三菱総合研究所

食品廃棄削減の取組み
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東京都が公募した2021年度事業により、（株）三菱総合
研究所とデイブレイク（株）の協同事業「急速冷凍食品
の自動販売機での販売実証」が採択された。

飲食店（寿司店）で使い切れない食材を使った商品を急
速冷凍にて凍結し、駅改札近くに設置した自動販売機
にて消費者に販売した。

急速冷凍を行うことにより、食品を高い品質にて美味し
さを保ったまま冷凍することができる。また、保存期限を
延長させることができ、食品ロス対策として有効である。

日本では、共働き世帯の増加やコロナ禍の影響により、
冷凍食品の需要が増加している。また、飲食店が売上
増加のために自動販売機にて食品を販売する取組もい
くつか見られている。

急速冷凍した食品の自動販売機での販売

参考：東京都「食品のロングライフ化技術を活用した食品ロス削減事業」 急速冷凍食品の自動販売機での販売実証 報告書

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/resource/recycle/tokyo_torikumi/longlife.files/R3_freeze_echoes.pdf

＜自動販売機での販売の様子＞
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